
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

保科川橋（上り線）

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事
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保科川橋（上り線）Ａ１橋台　はく落防止対策工Ｂ１一般図

保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚　はく落防止対策工Ｂ１一般図

保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ１構造詳細図（その１）～（その３）

保科川橋（上り線）塗替塗装・塗装除去工　塗分け区分図

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ２構造詳細図（その１）～（その３）

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その５）（参考図）

保科川橋（上り線）通行止め計画図（参考図）

保科川橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２）

保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

保科川橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その５）（参考図）

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その１）～（その４）

保科川橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

保科川橋（上り線）Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その１）～（その４）

保科川橋（上り線）施工要領図（その１）（参考図）～（その３）（参考図）保科川橋（上り線）数量総括表

保科川橋（上り線）橋梁一般図（その１） 保科川橋（上り線）配線系統図（参考図）

【  図 面 目 録 】

図 面 名 称 図 面 名 称図面番号 図面番号

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ｂ４

保科川橋（上り線）橋梁一般図（その２）

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て一般図

保科川橋（上り線）耐震補強一般図



保科川橋（上り線） 数量総括表

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

保科川橋（上り線） 数量総括表

ー
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保科川橋（上り線）　橋梁一般図（その１）
側面図
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平面図
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大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

橋梁一般図（その１）

保科川橋（上り線）

1:500

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

至　長野ＩＣ 至　須坂長野東ＩＣ

至　長野ＩＣ 至　須坂長野東ＩＣ
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　昭和55年5月　道路橋示方書(基本詳細設計)

　　平成 6年2月　道路橋示方書(上部工詳細設計)
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17.740m+49.750m+17.740m

9.500m 60°00'00”

1.260%
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標準断面図 S=1:200

正面図 S=1：500
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設
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大成エンジニアリング株式会社

の種類図
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会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図　示

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

保科川橋（上り線）　橋梁一般図（その２）

橋梁一般図（その２）

保科川橋（上り線）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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正 面 図

平 面 図

側 面 図

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）
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構造物掘削　普通部Ｂ４

構造物掘削　普通部Ｂ４

構造物掘削　普通部Ｂ４

保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ｂ４ S=1:200

保科川橋(上り線) Ｐ２橋脚

構造物掘削図 普通部Ｂ
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設
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尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て一般図
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設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図
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会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること 。

    3.補強部分(既設面)は、 ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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表面処理工

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） S=1:100

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鉄筋T
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   0

D22

C 2 D16

注）:( )はフレアー溶接箇所数を示す。

D16 kg1476

5280 94 3.04 16.1 1513

8310 66 1.56 13.0 858

C 3 D16 6000 66 1.56 9.36 618

鉄筋加工寸法表
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L
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R

121

 88
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鉄筋質量表

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg)(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

kg

鉄筋T1

kg

1513

1513

kg   0

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

S=1:100

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その２）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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正 面 図 側 面 図
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縁端拡幅工Ｂ

700 11375 700

12775

アンカーバー

PC鋼材

S=1:50保科川橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ａ１橋台　

縁端拡幅工Ｂ

配置図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工詳細図（その１）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鉄筋加工寸法表
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鉄筋加工図
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10 埋込み長375

アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

削孔長 385

1A

種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg626小計

kg626合計

鉄筋質量合計

D25 3.98910 84 3.62 304

3H D13 440 4 0.438 2

1-1H D16 1.5610000 8 15.6 125

2H D16 1.561170 86 1.83 157

kg304D25

kg320D16

0.995

1-2H D16 1.563070 8 4.79 38

kg2D13

118

485

3
00

R=75

70
3
00

2
60

3
00

70

200

153

117

200

41x300=12300 200

12831

214

153

153

317 40x300=12000 314200

12831153

200

200

S=1:50保科川橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ａ１橋台　

縁端拡幅工Ｂ

配筋図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工詳細図（その２）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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平 面 図

側 面 図

P1

A
1側

P
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正 面 図
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アンカーバー

PC鋼材

S=1:50保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ

配置図

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鉄筋加工寸法表
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg558小計

kg558合計

鉄筋質量合計

D25 3.98960 72 3.82 275

3H D13 490 4 0.488 2

1-1H D16 1.5610000 8 15.6 125

2H D16 1.561220 74 1.90 141
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0.995

1-2H D16 1.561170 8 1.83 15
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S=1:50保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）

縁端拡幅工Ｂ

配筋図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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S=1:50保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

縁端拡幅工Ｂ

配置図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鉄筋加工図
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10 埋込み長435

アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

削孔長 445

1A

種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg695小計

kg695合計

鉄筋質量合計

D29 5.041120 72 5.64 406

3H D13 540 4 0.537 2

1-1H D16 1.5610000 8 15.6 125

2H D16 1.561270 74 1.98 147

kg406D29

kg287D16

0.995

1-2H D16 1.561170 8 1.83 15

kg2D13

S=1:50保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（終点側）　

縁端拡幅工Ｂ

配筋図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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アンカーバー

PC鋼材

S=1:50保科川橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ａ２橋台　

縁端拡幅工Ｂ

配置図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工詳細図（その１）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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アンカーボルト定着部詳細図　S=1:10

削孔長 385

1A

種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg613小計

kg613合計

鉄筋質量合計

D25 3.98910 82 3.62 297

3H D13 440 4 0.438 2

1-1H D16 1.5610000 8 15.6 125

2H D16 1.561170 84 1.83 154

kg297D25

kg314D16

0.995

1-2H D16 1.562770 8 4.32 35

kg2D13
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00
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12514 141

141
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12514 141

200
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200

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ａ２橋台　

縁端拡幅工Ｂ

配筋図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

S=1:50保科川橋（上り線）　Ａ２橋台　縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

縁端拡幅工Ｂ詳細図（その２）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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 250 ｍｍ

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:60

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

S=1:60保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その１）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その１）
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S=1:25

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

6.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

上部工ブラケット詳細図

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その２）
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①  4-BASE PL 200x22x505

③  4-FLG  PL 320x22x315

⑤  4-WEB  PL 353x22x495

⑪  4-BASE PL 250x22x328

1個所当たり材料：製作数2箇所

96-TCB M22x105(S10T)

12-SPL  PL 470x22x845(SS400)

64-TCB M22x70(S10T)a

⑨  4-BASE PL 250x22x333

②  4-BASE PL 200x22x390

48-TCB M22x70(S10T)

12-TCB M22x95(S10T)
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12-TCB M22x75(S10T)d

④  4-FLG  PL 320x22x655

⑥  4-WEB  PL 495x22x655

⑦  4-WEB  PL 353x22x398

⑧  4-WEB  PL 398x22x655

324-TCB M22x105(S10T)

⑩  4-BASE PL 250x22x293

6-SPL  PL 310x22x620(SS400)

12-SPL  PL 100x22x620(SS400)

12-TCB M22x80(2W S10T)e

12-TCB M22x100(2W S10T)f

5 310 5 5 310 5

88

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

落橋防止主桁補強詳細図

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その３）

　防錆塗装を施すものとする。

4.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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9-1種 Nut  M48用(SS400)

9-3種 Nut  M48用(SS400)

9-Anc Bolt D51x975(SD345)

1-PL 820x25x1320

2-PL  50x22x 348

4-PL 196x22x 310

2-PL 490x25x1290

2-PL 358x25x 348

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

FP

9-Washer M48(SS400)

15
C埋

戻
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G1桁 G2桁

埋込み長 850

20

2
0

ベースプレート

シール材 不陸調整材

5

(t=5mm)

シール材詳細図 S=1:4

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

下部工ブラケット詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その４）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その４）
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取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
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　防錆処理をおこなうこと。
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ナット

異型緩衝具
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M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

本連結ケーブル PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆1

全2本

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F310TDU L

F310TD用 標準

F310TD用 700mm

F310TDU用

F310TDU用

F310TDU用

F310TDU用

F310TDU用

F310TDU用

(取付ボルト)
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(ガイドパイプ)

ブラケットピン
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フォークエンド

止めナット
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個
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S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1
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(止めプレート) F310TDU用
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（製作長）
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110 448 110

668

1
10

1
30

止めナット
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(S45C:亜鉛めっき) (S45C:亜鉛めっき)
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(S45C:亜鉛めっき)

1
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2
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1
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1
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117 1-M10
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(M10)

1
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22 168
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1
15

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

22

1
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2-M12
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

亜鉛めっき仕様

亜鉛めっき仕様

G2桁

L

L1

3401

3042

G1桁

3251

2892

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その５）（参考図）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ１　構造詳細図（その５）
（参考図）
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１本当たりの引張力
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 250 ｍｍ

S=1:75保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:75

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その１）
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ブラケット1基当り(製作数: 2基)
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FP区間

FP 28
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

　防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

6.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。

上部工ブラケット詳細図

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その２）

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その２）
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48-φ24.5孔

d e

f

1
05

1
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1
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①  4-BASE PL 200x22x505

③  4-FLG  PL 310x22x315

⑤  4-WEB  PL 353x22x495

⑪  4-BASE PL 250x22x328

1個所当たり材料：製作数2箇所

96-TCB M22x105(S10T)

12-SPL  PL 470x22x945(SS400)

80-TCB M22x70(S10T)a

⑨  4-BASE PL 250x22x333

②  4-BASE PL 200x22x490

48-TCB M22x70(S10T)

12-TCB M22x95(S10T)

b

c

12-TCB M22x75(S10T)d

④  4-FLG  PL 310x22x655

⑥  4-WEB  PL 495x22x655

⑦  4-WEB  PL 353x22x498

⑧  4-WEB  PL 498x22x655

360-TCB M22x105(S10T)

⑩  4-BASE PL 250x22x293

6-SPL  PL 300x22x620(SS400)

12-SPL  PL 100x22x620(SS400)

12-TCB M22x80(2W S10T)e

12-TCB M22x100(2W S10T)f

88

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止主桁補強詳細図

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その３）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.上部工ブラケット及び,桁補強は主桁と同等以上の

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

　防錆塗装を施すものとする。

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

4.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。
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アンカーボルトD51x1275
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(M48ネジ切り L=125)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネジ切り長
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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ブラケット1基当り(製作数: 1基)
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310
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1

1
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3 - 3 4 - 4

15-1種 Nut  M48用(SS400)

15-3種 Nut  M48用(SS400)

15-Anc Bolt D51x1275(SD345)

1-PL 820x25x1640

4-PL  50x22x 348

4-PL 196x22x 310

2-PL 490x25x1610

2-PL 358x25x 348

ブラケット1基当り(製作数: 1基)

15-Washer M48(SS400)

4-PL 196x22x 220

埋込み長 900

20

2
0

ベースプレート

シール材 不陸調整材

5

(t=5mm)

シール材詳細図 S=1:4

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

下部工ブラケット詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その４）

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その４）
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S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;6-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

材 料 表（落橋防止構造1本当たり）

本連結ケーブル PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆1

全2本

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。
　取付後はマンション先端ねじ部に
　防錆処理をおこなうこと。

保護チューブはぎ取り

132

641

L

上部工側下部工側

92192501453

連結ケーブル(F360TDU)

連結ケーブル全長　L

610

370

1
10

1310

610700

370

マンション
(SCM435)

ガイドパイプ
(ポリエチレン) マンション

(SCM435)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2) (19xφ12.7) (ポリエチレン樹脂)

63.5

83.5

(19xφ12.7)

被覆材

防錆油

A

A

155 92

1
79

六角穴付止めねじ
(M10)

180 19

13

1
80

1
44

1
17

390

1
17 2
52

3
90

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

50

13

45

90

200 248

75
50 2
48

75

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

4
30

組立て全長　L=710

220

540

210

φ
1
10

25 8080 25 25

キャップ部 取付部

内ねじ加工

ビス止め位置

ビス受け孔

外ねじ加工

(組立高さ段階調整用)

スプリング

止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具

ナット

異型緩衝具

1
41

2
50

400
（製作長）

φ13

50

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

110 448 110

668

1
10

1
30

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

570

3
44

104 294 172

2
08 70

φ
108

φ
133

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

1
60

578

162 209 207

2
70

578

45
74

45

1
64

1
60

1
10

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

1
10

46

φ
10
8

1
15

22 168

エンドピン

1
15

止めプレート
(SS400:亜鉛めっき)

22

1
05

155 92

1
79

六角穴付止めねじ
(M10)

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

185 14

117 1-M10

2-M12
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

L1

416

158

294

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

PC鋼より線

亜鉛めっき仕様

PC鋼より線

亜鉛めっき仕様

F360TD用

F360TD用

F360TD用 L=400

F360TD用

F360TD用

F360TD用

M16x55 1W付

F360TDU L

F360TD用 標準

F360TD用 700mm

F360TDU用

F360TDU用

F360TDU用

F360TDU用

F360TDU用

F360TDU用

F360TDU用

G2桁

L

L1

3010

2627

G1桁

3465

3082

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その５）（参考図）

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｐ１－Ｋ２　構造詳細図（その５）
（参考図）
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横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ

P1 P2

配 置 図

横変位拘束構造Ｍ

G1

G2

上り線

3144 1650 6006

3
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1
2
20

9
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3144

15

1650 6006

3801220900

3
21

490

死荷重反力

設計水平力

3700 ｋN

3350 ｋN

S=1:50保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ１構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

横変位拘束構造Ｍ－Ｋ１構造詳細図（その１）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

削孔径φ51
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削

孔
長
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アンカーボルトD41x790
(M39ネジ切り L=170)

1種ナット(M39用)

3種ナット(M39用)

ネ
ジ

切
り
長

1
70

エポキシ樹脂系注入材

座 金

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

1-PL 1220 x  36 x 1650(SM490B)

2-PL

8-PL

239 x  22 x 1440

174 x  22 x 224

20-アンカーボルト D41 x 785(SD345)

20-NUT M39(第1種)

20-NUT M39(第3種)

1-PL 485 x  22 x 1440

1-PL 485 x  70 x 500(SM490C)

20-PL 105 x  22 x 105

8-PL 224 x  22 x 274

1 - 緩衝材 400 x 50 x 500(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 120(1-Uナット,2-W付)

1-PL 485 x  22 x 500

1基当たり材料：製作数1基

C

C

座金詳細図 S=1:5
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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110

360

FP

S=1:25保科川橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ１構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

横変位拘束構造Ｍ－Ｋ１構造詳細図（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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設計計算用ボルト範囲
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1
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1
68

1
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10

40
75

63

576.3

265.1 46.1 265.1

138.2 300 138.1

4-φ24.5孔

D - D

1-BASE PL 500x22x505

1-WEB  PL 168x22x452

1-WEB  PL 168x22x190

1基当たり材料：製作数1基

1-FLG  PL 178x22x500

2-BASE PL 230x22x778

2-WEB  PL 168x22x609

2-FLG  PL 178x22x278

1-FLG  PL 178x22x589

1-BASE PL 500x22x1164

1-WEB  PL 168x22x1112

1-WEB  PL 168x22x850

1-FLG  PL 178x22x500

1-FIIL PL 357x10x500(SS400)

46-TCB M22x90(S10T)

 4-TCB M22x90(S10T)

11

11

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.ブラケットおよび主桁付きストッパーは､

　主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

主桁付きストッパー

S=1:25保科川橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ１　構造詳細図（その３）

横変位拘束構造Ｍ－Ｋ１構造詳細図（その３）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

S=1:50保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ２構造詳細図（その１）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

横変位拘束構造Ｍ－Ｋ２構造詳細図（その１）

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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20-アンカーボルト D41 x 795(SD345)
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1-PL 422 x  22 x 1490

1-PL 422 x  70 x 500(SM490C)

20-PL 105 x  22 x 105(SM490A)

8-PL 211 x  22 x 224

1 - 緩衝材 400 x 50 x 500(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 120(1-Uナット,2-W付)

1-PL 422 x  22 x 500

1基当たり材料：製作数1基
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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20-φ44孔

FP
FP

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

S=1:25保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ２構造詳細図（その２）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

横変位拘束構造Ｍ－Ｋ２構造詳細図（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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265.1 46.1 265.1

138.2 300 138.1

4-φ24.5孔

D - D

1-BASE PL 500x22x505

1-WEB  PL 168x22x452

1-WEB  PL 168x22x190

1基当たり材料：製作数1基

1-FLG  PL 178x22x500

2-BASE PL 230x22x778

2-WEB  PL 168x22x609

2-FLG  PL 178x22x278

1-FLG  PL 178x22x589

1-BASE PL 500x22x1164

1-WEB  PL 168x22x1112

1-WEB  PL 168x22x850

1-FLG  PL 178x22x500

1-FIIL PL 357x10x500(SS400)

46-TCB M22x90(S10T)

 4-TCB M22x90(S10T)

設計計算用ボルト範囲

46-φ24.5孔

12

12

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）　Ｐ２橋脚（起点側）

S=1:25保科川橋（上り線）Ｐ２橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｋ２構造詳細図（その３）

主桁付きストッパー

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.ブラケットおよび主桁付きストッパーは､

　主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

横変位拘束構造Ｍ－Ｋ２構造詳細図（その３）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

32 / 40



記号説明

一般部外面

一般部内面

高カボルト接触部および現場溶接部（熱影響部以外）(外面)

高カボルト接触部および現場溶接部（熱影響部以外）(内面)

高カボルト頭部および現場溶接部(外面)(熱影響部)

高カボルト頭部および現場溶接部(内面)(熱影響部)

高カボルト接触部（接触面）

C5

D4

F3

F8

F11

F12

J

区分

新設部材接触面(ケレン1種)

境界部(外面)(ケレン4種)

境界部(内面)(ケレン4種)

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

新設部材接触面

(ケレン1種)

J

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(内面)

(ケレン4種)

新設部材接触面

(ケレン1種)

J

F8 F8

F8 F8

J

J

新設部材接触面

(ケレン1種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

J F8 D4F12

C5

F3

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

F11

F12

F8

境界部(内面)

(ケレン4種)

J

新設部材接触面

(ケレン1種)

70
境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

C5

70

F11

F12

境界部(内面)

(ケレン4種)

F8

落橋防止構造

箱桁内面

箱桁外面

箱桁内面 箱桁外面

C5

F3

J

新設部材接触面

(ケレン1種)

新設部材接触面

(ケレン1種)
新設部材接触面

(ケレン1種)

F3
D4

F8

C5

J

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

J

70

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

境界部(内面)

(ケレン4種)

70 70

70

F8

境界部(外面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

F3

F11

F12

F11

F11

A

A

B

B

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

F8F3

70

70

F3

J新設部材接触面

(ケレン1種)

C5

70

70

F11

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

新設部材接触面

(ケレン1種) J

F12

70

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

A - A B - B

横変位拘束構造Ｍ

境界部(内面)

(ケレン4種)

S=1:25保科川橋（上り線）　塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

保科川橋（上り線）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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保科川橋（上り線）配線系統図（参考図）

中分

下り線

上り線

KP 130.7

STA.871+80.838

KP 130.8
KP 130.9 KP 131.0 KP 131.1 KP 131.2 KP 131.3 KP 131.4

KP 131.4
KP 131.3KP 131.2KP 131.1KP 131.0

KP 130.9KP 130.8
KP 130.7

STA.871+80.838

KP130.619 KP131.419

KP130.640
C4C

KP130.670
C4C

KP130.726
CF-SD1

CF-ST1

KP130.738

可変速度規制標識

資産管理番号

KP130.829

ET-JA1

引込柱

非常電話設備(下り131)

資産管理番号

資産管理番号

KP130.864

可変速度規制標識

資産管理番号

KP131.074
CF-SD1

CF-ST1

KP131.141
C4C

KP131.181
C4C

KP131.221
C4C

KP131.285
CF-SD1

CF-SD1

KP130.829
非常電話設備(上り131)

資産管理番号
ET-JA1

CCP-AP0.65-60P 245.0

VE54(2)        245.0

CCP-AP0.65-60P 204.7

VE54(2)        191.8

CCP-AP0.65-60P 103.1

VE54(2)        103.1

PS50(3)          13.2
CCP-AP0.65-30P  15.2
PS25(3)         15.2 PS50(3)        12.9PS50(3)        15.0

KP130.850
VICS

44-48SM+4K-WBB2  1908.2 44-48SM+4K-WBB2  1694.8

CCP-AP0.65-30P

PS25(3)   13.2

KP131.070
広域情報板

CCP-AP0.65-30P
FP30(2)   35.0

CCP-AP0.65-10P
FP30(1)  208.0

CCP-AP0.65-10P
E1-FP30(2)

SC-VVR3.5sq-2C
FP30(2)

VVR3.5sq-3C
PS25(3)

PS25(3)

VE54(2)
SC-VVR3.5sq-2C

CCP-AP0.65-20P
E1-FP30(2)

VVR3.5sq-2C
E1-FP30(2)

VVR3.5sq-3C
E1-FP30(2)

ASC50(2)添架

KP130.847
5.8G-VICS

メタル接続点 光接続点

44-48SM+4K-WBB2

CCP-AP0.65-60P     CCP-AP0.65-60P     

VE54(2)        40.0
CCP-AP0.65-60P     

VE54(2)         44.3
CCP-AP0.65-60P 206.2

VE54(2)         40.0
CCP-AP0.65-60P 206.2

VE54(2)        66.9
CCP-AP0.65-60P     

VE54(2)

S50(2)

44-48SM+4K-WBB244-48SM+4K-WBB2

CCP-AP0.65-60P  155.9
CCP-AP0.65-60P 155.9
S50(2)          56.9

CCP-AP0.65-60P 155.9
S50(2)          58.3

CCP-AP0.65-60P 155.9
VE54(2)

44-48SM+4K-WBB2

ASC50(2)添架

44-48SM+4K-WBB2

V

A

J

TC

気

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

50

50

須坂長野東2-3

須坂長野東1-4

VVR3.5sq-2C,IV3.5sq
FP30(1)

CCP-AP0.65-10P
FP30(1)

VVR3.5sq-2C,IV3.5sq
VE28(1)

VE28(1)    13.2
CCP-AP0.65-10P

KP130.736
HH EA-C1

KP130.862
HH EA-C1

50

VE28(1)
CCP-AP0.65-10P

VVR3.5sq-2C,IV3.5sq
VE28(1)

50

50

広

広

広

130.7KP～131.4KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

保科川橋（上り線）配線系統図（参考図）
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